
▲立根小学校に次々と運び込まれる支援物資

▲支援物資を搬入する職員

▲たくましく咲き誇る黄水仙

■復興支援チーム５次隊
　４月１５日～４月２２日
　災害復興支援チームの第５次隊の一員として、被災地
である大船渡市へ派遣されました。
　任務に当たりながら、被災者の方々のお話を伺い、そ
の凄惨さに心を痛めました。
　目を覆いたくなるような光景を前にしても、元気に笑
う被災者の方々を見て、私たちも彼らのためにできるこ
とを一生懸命頑張りたいと思いました。　　　　　　　

　　　救仁郷　諭
■復興支援チーム６次隊
　４月２１日～４月２８日
　「さまざまな地域から多くの方が、私達を支援し応援
してくれる。いつまでも下を向いてるんじゃなくて、顔
をあげ前に進まなきゃね」と力強く話していた地元のボ
ランティアの方の言葉が、今回の派遣で一番心に残りま
した。また、この言葉を象徴するかのように黄水仙の黄
色い花びらが、大船渡市内の川の土手や民家の花壇、津
波被害地域の瓦礫の中など、あらゆる場所でたくましく
咲いていました。その姿は、震災から一か月が過ぎ、も
う一度自分達の故郷を取り戻そうと、一歩一歩前進して
いる人たちを象徴するものでした。
　被災地の一日も早い復興を願うとともに、「前に進も
う」という気持ちや想いを、多くの方に伝えていければ
と思います。

山下　琢磨
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と
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ら
れ
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お

り
、
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主
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地
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ま
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。
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